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　１１月１４日（土）、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、例年の学習発表会とは開催方法や内容も異な

りましたが、これまでの学習の成果を発表したいという子どもたちの思いを大事に考え、感染対策をしっかりと施

し無事実施することができました。保護者の皆様には、開催にあたりご理解ご協力を賜り、感謝申し上げます。

　今年度の中学部の演目は「中学部 PRESENTS 2020」。日頃の学習の成果を５部構成で発表しました。第１部は

ロックグループの「we will rock you」。かっこいいダンスや楽器さばき。そしてローリングの演出は見所たっぷり

でした！第２部のドレミグループは身体表現で「ドレミの歌」を披露。全身を使ってドレミファソラシドの音階を

表現しました。後半のスピード感たっぷりの動きは見事でした！

全集中で発表やり遂げる！

心身ともに元気な生徒

自分のことは自分でする生徒

相手を思いやる生徒

最後まで活動に取り組む生徒

令和２年１１月３０日（月）No.８　文責：学部主任

　第３部は３年生が修学旅行で行った「黒石養護学校との交流」について発表しました。交流で行った自己紹介や

本校との違いなどを立派に発表しました。生徒たちが作詞作曲した「コロナに負けないで～修学旅行ver.～」も紹介

できました。第４部では、からだづくりグループが体育の授業で行っているいろいろな筋肉を動かす運動を体育館

のフロアを周回しながら力強く発表しました。

　そして最後は、大人気アニメ「鬼滅の刃」の主題歌「紅蓮華」に合わせてダンス＆太鼓。どちらも音楽の授業で

一生懸命練習してきました。太鼓は力強くリズムに合わせて演奏し、ダンスはどんな悲劇が降りかかっても、未来

への希望を願い、強く生きて行く主人公竈門炭治郎の姿をコロナ禍でも決してあきらめず毎日頑張っている自分た

ちの姿と重ね、力強く踊りきることができました。

　生徒一人一人が仲間と力を合わせて創りあげた「中学部 PRESENTS 2020」。みんなが主役となり、心を一つに

して思い切り楽しんだ学習発表会。今年も大成功でした！

　会場を包む温かい雰囲気の中、精一杯の演技を披露した生徒たちに向けてのたくさんの拍手と声援は、大きな励

みになったと思います。

　「手作りマーケット2020」では作業学習の時間に心を込めて作った製品を販売しました。生徒たちは接客や会

計、ラッピング係など自分の任された仕事を一生懸命努めながら、お客さんとのやり取りを行いました。自分たち

が作った製品を褒められたり、買ってもらったりすることで、さらに作る喜びを知ることができたのではないかと

思います。本当にありがとうございました。
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高等部を体験しました。

社会体験学習（１、２組）

　１８（金）授業終了日　全校集会　１２時下校　

　１１月１９日（木）、３年生は高等部での体験学習を行いました。作業学習や自立活動の授業では、先輩たちの様子を見

ながら一緒に行ったり、高等部の先生方から活動の手順や方法を教えてもらったりしながら取り組みました。体験後は、

「先輩たちとお話しすることができた」「丁寧に作業を行うことができた」「頑張った」などの感想が聞かれました。授業

体験を通して、高等部での学習についての理解を深め、進路について考えるよい機会になりました。

食で郷土を学ぶ。

　１１月２６日（木）、東通村の「たべもの工房　来美里（こびり）」から講師の方々をお呼びして郷土料理教室を実施

しました。地域の方々と交流しながら郷土のことを学習できる貴重な機会として、中学部では長年続けてきた総合的な学

習の時間の活動です。昨年度までは調理室で行っていましたが、今年度は新型コロナウイルス感染防止の観点から広い体

育館を会場にしました。

　今年度も「べこ餅」作りに挑戦。生地をこねたりのばしたり、絵柄が上手く出るように色んな色の生地を重ねたりと、

講師の方々に教えてもらいながら楽しく取り組みました。最後は各自が成形した生地に包丁を入れると、切り口から次々

と鮮やかで繊細な模様が現れ、あちこちで歓声や拍手が起きました！当日はテレビ局や新聞社の取材もあり、生徒たちか

らは「去年より花びらの形をきれいに作ることができた」「みんなと話しながら楽しくべこ餅作りができた」「食感がモ

チモチしていて、ほんのり甘さがあっておいしかった」という感想が聞かれ、貴重な体験になりました。

参観日（１２：５０～）

大湊音楽隊演奏鑑賞会 　２１（月）冬期休業　～１／１２（火）　　

※予定は変更になる可能性があります。その際には改めて

お知らせいたします。

　行事予定

「止めよう差別の感染　広めよう感謝の心」

　先日の学部朝会において、５月に引き続き新型コロナウイルス感染症に関する学習を行いました。今回は、①新型コロ

ナウイルス感染症の感染者や濃厚接触者の方などに対する差別や誹謗中傷があることを知り、差別やいじめを許さない心

情を深める②感染者や濃厚接触者が発生したとしても、誰もが安心して生活するためにはどうしたらいいのかを考えるこ

とをねらいとしました。まず始めに「新型コロナウイルスのことで、どんなことを知っていますか」と生徒たちに問い掛

けると様々な意見が出てきますが、それが本当に事実かどうか、しっかりと確かめる必要があることを確認しました。次

に「３つの感染症」はどうつながっているのかをスライドを使って考えました。「３つの感染症」とは、日本赤十字社が

示しているウイルスの持つ３つの側面「病気」「不安」「差別」のことです。生徒たちは、どうして「病気」に対して

「不安」になるのか。どうして「不安」を感じると「差別」をしてしまうのか。どうして「差別」が生まれると「病気

（ウイルス）」が広がるのかを知りました。そして、「３つの感染症」の負の連鎖を断ち切ることが大切であることを学

びました。

　　今回の学習を通して、感染症を自分のこととしてとらえ、自分だけでなくまわりの友達

や家族が感染した時に、どのような気持ちになるのか、また、相手の心情を察して、どの

ように接するべきかを考えることができたのではないかと思います。是非ご家庭でも話題

にしていただけると幸いです。

生徒会役員選挙オリエンテーション


